
（資料７） 

 

岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設の管理運営に関する協定書（コンソーシアム案） 

 

岐阜市（以下「市」という。）と岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設指定管理業務コンソーシアム（以

下「指定管理者」という。）とは、岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設（以下「施設」という。）の管理

運営に関する業務（以下「管理業務」という。）について、岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設指定管

理業務コンソーシアム協定書（以下｢共同体協定書｣という。）及び次の条項により協定書を締結

し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

指定管理者の構成員（以下「構成員」という。）は、コンソーシアム協定書により岐阜市柳ケ

瀬子育て支援施設の管理運営業務を共同連帯して実施するものとし、本協定上の債務は構成員

が連帯してその債務を負担するものとする。 

 また、市は、本協定に基づく行為については、全て代表構成員○○○を相手方とし、代表構成

員に通知した事項は、他の構成員にも通知したものとみなす。また、指定管理者は市に対して

行う本協定に基づく全ての行為について代表構成員を通じて行わなければならない。 

 

 （趣旨） 

第1条 この協定は、施設の設置目的を効果的、効率的かつ円滑に達成するため、岐阜市柳ケ瀬

子育て支援施設条例（令和4年岐阜市条例第17号。以下「条例」という。）第6条の規定により

指定された指定管理者が行う施設の管理業務に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （指定期間） 

第2条 指定管理者が本施設を管理運営する期間は、令和8年4月1日から令和14年3月31日まで

とする。 

2 この協定の期間は、前項の規定による指定期間と同じ期間とする。 

 （会計区分） 

第3条 管理業務に係る会計区分は、毎年4月1日から翌年3月31日までの年度毎とし、独立した

区分経理を行わなければならない。 

 （管理業務） 

第4条 指定管理者は、条例第5条の規定に基づき、次に掲げる管理業務を行う。 

(1) 子育て支援施設の管理に関する業務 

(2) 使用の許可及び制限に関する業務 

(3) 使用料の徴収及び減免に関する業務 

(4) 条例第5条規定する事業の実施に関する業務 

(5) 前各号に掲げるもののほか、子育て支援施設の管理上又は子育て支援施設の設置の目的

を達成するため使用が必要と認める業務 

2 前項各号に掲げる業務の細目は、別紙の募集要項、仕様書及び事業計画書に記載されたとお

りとする。 

3 指定管理者は、公の施設であることを常に念頭に置いて、公正に管理業務を実施しなければ

ならない。 

4 本施設の目的外使用にかかる許可については、市が行うものとする。 

5 指定管理者は、管理業務の実施にあたっては、関係法令及び条例等を遵守しなければならな

い。 



 （指定管理以外の業務）＜自主事業において、具体的な事業を実施する場合のみ記載＞ 

第5条 指定管理者は、利用者サービスの観点から、前条に規定する業務のほか、以下の業務を

行うものとする。 

(1) ・・・・・・・・・・ 

(2) ・・・・・・・・・・ 

 （管理物件） 

第6条 指定管理者が管理する施設及び物品等（以下「管理物件」という。）の対象は、別に市が

提示する公有財産台帳及び備品台帳によるものとし、指定管理者は無償で使用できるものと

する。 

2 指定管理者は、管理物件を常に善良なる管理者の注意をもって管理し、又は使用させなけれ

ばならない。 

3 指定管理者は、管理物件を管理業務以外の用に使用してはならない。ただし、市の承認を受

けた場合は、この限りでない。 

4 指定管理者は、管理物件の形状、形質等を変更してはならない。ただし、市の承認を受けた

場合は、この限りでない。 

5 指定管理者は、災害、事故等により管理物件を滅失し、又は毀損した場合は、速やかに市に

報告し、市の指示を受けなければならない。 

6 指定管理者は、自己の責めに帰すべき事由により管理物件を滅失し、又は毀損した場合は、

指定管理者の負担において管理物件を原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。 

（情報の取扱い） 

第7条 指定管理者は、管理業務の実施に係り取得又は保有をした個人情報の取扱いについては、

個人情報の保護に関する法令によるほか、岐阜市情報セキュリティポリシーの規定に準じて

取り扱わなければならない。 

2 指定管理者及び施設の管理業務に従事する者は、管理業務の実施によって知り得た秘密及び

市の行政事務等で一般に公開されていない事項を外部へ漏らし、又は他の目的に使用しては

ならない。指定期間が満了し、又は指定を取り消された後においても同様とする。 

3 指定管理者は、管理業務の実施に係り作成、取得又は保有をした文書については、岐阜市情

報公開条例（昭和 60年岐阜市条例第 28号）の規定に準じて取り扱わなければならない。 

4 指定管理者は、前項の指定管理者が保有する文書に関し、情報公開の請求があった場合は、

市と協議し必要な措置を講じるものとする。 

5 指定管理者は、市から管理業務に係る文書の提供の依頼があった場合は、市に当該文書の提

供をするものとする。 

 （管理業務従事者等） 

第8条 指定管理者は、管理業務に従事する者の氏名をあらかじめ市に通知しなければならない。 

2 指定管理者は、管理業務に従事する者の中から、責任者を定め、市に通知しなければならな

い。 

3 指定管理者は、前2項の規定による通知に係る事項に変更がある場合には、直ちに市に通知

しなければならない。 

（再委託の禁止） 

第9条 指定管理者は、管理業務を他に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あらか

じめ市の書面による承認を得た場合は、この限りでない。 



 （権利譲渡禁止） 

第10条 指定管理者は、協定書を締結したことにより生じる権利義務を第三者に譲渡し、若し

くは継承させ、又は担保に供してはならない。ただし、市においてやむを得ないと認め市議

会の同意を得た場合は、この限りでない。 

 （損害の賠償） 

第11条 指定管理者は、管理業務の実施にあたり、指定管理者の責に帰すべき事由により市又

は第三者に損害を与えた場合は、損害を補償しなければならない。 

2 前項の場合において、損害を受けた第三者の求めに応じ市が損害を賠償したときは、市は指

定管理者に対して求償権を有するものとする。 

 （リスク分担） 

第12条 管理業務に関するリスク分担については、別記1のとおりとする。 

2 前項に定める事項で疑義がある場合又は前項に定める事項以外の不測のリスクが生じた場

合は、市と指定管理者は協議の上、リスク分担を決定する。 

 （非常時の対応） 

第13条 指定管理者は、事故、犯罪等の非常事態の発生が予想されるとき又は発生したときは、

直ちに市に報告し、その指示を受けなければならない。ただし、事態が緊急を要する場合に

おいては、利用者の安全確保に関する措置及び施設等の保全措置を優先して講じた後、速や

かに市に報告しなければならない。 

2 指定管理者は、事前に、非常時のマニュアルや緊急連絡網の作成等、非常時に対応できる体

制を整備し、これを市に届け出なければならない。 

 （災害時の対応） 

第14条 指定管理者は、施設の営業時間内に、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）に規定する

地震、暴風、洪水その他の災害が発生し、または発生のおそれがある場合において、避難情報（高

齢者等避難、避難指示、緊急安全確保）の発令、または発令される前に施設利用者が滞留する場

合や自主的避難者がいる場合は、速やかに市へ報告し、対応について市と協議しなければならな

い。 

2 指定管理者は、市との協議により自主避難者等を受け入れる場合は、協力するものとする。 

3 市は、自主避難者等を指定避難所等に受け入れるため、他の避難所等を開設し、自主避難者等を

避難させるものとする。ただし、災害の状況により避難させることが困難な場合は、この限りではない。 

4 市の指示により自主避難者等を受け入れた場合、指定管理者は施設内で発生した避難者及び物

資に係る事故について責任を負わないものとする。 

5 指定管理者が災害対応業務等で支出した費用については、合理性が認められる範囲で市が負担

することを原則として、市と指定管理者の協議により決定するものとする。 

6 市の遵守事項は下記のとおりとする。 

(1) 市は、施設で混乱が生じないように連絡体制及び安全管理に万全を期すとともに、施設等に破損、

減失等が生じないように十分配慮する。 

(2) 市は、施設等が著しく破損し、または避難者等の受け入れが限界を超え、使用不能となった場合

には、他の避難所の確保等に努めること。 

(3) 市は、施設の避難所としての使用が長期にわたる等の理由により、指定管理者の通常業務に支障

を来すおそれが生じた場合には、速やかに他の避難所の確保等に努めること。  

(4) 市は、施設の避難所としての使用が終了したときは、責任をもって速やかに廃棄物の処理等を行う

こと。 



 （事業計画書の提出） 

第15条 指定管理者は、第3条の規定による会計区分毎に、翌年度の管理業務に係る事業計画書

及びその収支の明細を1月末日までに市に提出し、市の承認を得なければならない。 

2 指定管理者は、前項の承認を受けた後に事業計画を変更しようとするときは、あらかじめ市

と協議し、承認を得なければならない。この場合において、収支の明細は、前項の規定にかか

わらず市が定める日までに提出するものとする。 

 （事業報告等） 

第16条 指定管理者は、毎月終了後10日以内に、次に掲げる事項を記載した月毎の事業報告書

を作成し、市に提出しなければならない。 

 (1) 管理業務の実施状況 

 (2) 施設の利用状況（利用件数、利用者数、利用拒否等の件数・理由等） 

 (3) 料金収入の実績 

 (4) 前3号に掲げるもののほか、指定管理者による管理の実態を把握するために必要な事項 

2 指定管理者は、毎年度終了後30日以内に、次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成し、

市に提出しなければならない。ただし、年度の途中において指定を取り消されたときは、そ

の取り消された日から起算して30日以内に当該日までの間の事業報告書を提出しなければな

らない。 

 (1) 管理業務の実施状況 

 (2) 施設の利用状況（利用件数、利用者数、利用拒否等の件数・理由等） 

 (3) 料金収入の実績 

 (4) 管理経費等の収支状況 

 (5) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者による管理の実態を把握するために必要な事項 

3 市は、必要があると認める場合には、指定管理者に対し、前2項に掲げるもののほか管理業

務及び経理の状況に関し、必要に応じて報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示をする

ことができる。 

4 市は、必要があると認める場合には、指定管理者に対し、貸借対照表、損益計算書など直近

の経営状況を確認できる書類の提出を求めることができる。 

5 指定管理者は、第3項の規定による指示に従い、是正等の措置を講じ、市に対しその措置の

内容を速やかに報告しなければならない。 

（指定の取消し等） 

第17条 市は、指定管理者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、指定管理者の指

定を取り消し、又は業務の全部若しくは一部を停止させ、支払った委託料（第4条の管理業務

の実施に対する対価をいう。以下同じ。）の全部若しくは一部の返還及びこれにより生じた損

害の賠償を命じることができる。 

(1) 指定管理者が、関係法令、条例、規則又はこの協定に基づく市の指示に従わないとき。 

(2) 指定管理者が、関係法令、条例、規則又はこの協定に違反したとき。 

(3) 指定管理者として指定を受ける際の応募資格に不適合となったとき。 

(4) 指定管理者の経営状況が著しく悪化するなど、公の施設の管理に重大な支障が生じるお

それがあるとき。 

2 前項の規定に基づき、指定管理者の指定を取り消し、又は管理業務の全部若しくは一部を停

止することにより生じた指定管理者の損害については、市はその責めを負わないものとする。 

3 指定管理者は、第1項の規定により指定管理者の指定を取り消されたときは、速やかに管理



物件を市に返還しなければならない。 

4 指定管理者は、第1項の規定により指定管理者の指定を取り消され、又は管理業務の全部若

しくは一部を停止された場合に、既に委託料が支払われているときは、市の指定する期日ま

でに当該指定の取消し又は管理業務の全部若しくは一部の停止に係る期間に対して支払われ

た委託料として市が計算して定める金額を市に返納しなければならない。 

5 市は、第1項に規定する場合のほか、必要があるときは、業務の全部又は一部を廃止するこ

とができる。この場合において、市は、廃止しようとする日の30日前までにこれを指定管理

者に通知し、指定管理者の指定を取り消さなければならない。 

6 前項により、指定管理者の指定が取り消された場合における損害の賠償については、市と指

定管理者が協議して定める。 

（管理業務履行途中における構成員の脱退に対する措置) 

第18条 構成員は、コンソーシアムが管理業務を完了する日までは脱退することができない。 

2 前項の規定にかかわらず構成員が管理業務の履行途中において、指定管理者の応募資格要件

を欠き脱退した場合においては、残存構成員が管理業務を完了する。 

（管理業務の履行途中における構成員の破産又は解散に対する措置） 

第19条 構成員のうちいずれかが管理業務の履行途中において破産又は解散した場合において

は、前条第2項の規定を準用する。 

（原状回復義務） 

第20条 指定管理者は、その指定期間が満了したとき又は指定を取り消され、若しくは期間を

定めて管理業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられたときは、その管理物件を速やかに原

状に復さなければならない。ただし、市の承認を得たときは、この限りでない。 

2 市は、指定管理者が前項の義務を履行しないときは、これを原状に復し、その費用を指定管

理者に請求することができる。 

（文書の保存） 

第21条 指定管理者は、管理業務を実施するにあたって指定管理者が保有する文書は、指定期

間が満了し、又は指定を取り消された後においても、岐阜市文書取扱規則（昭和49年岐阜市

規則第6号）に準じて保存しなければならない。 

（重要事項の変更） 

第22条 指定管理者は、定款、事務所の所在地又は代表者の変更等を行ったときは、遅滞なく

市に届け出なければならない。 

（管理業務の引継） 

第23条 指定管理者は、その指定期間が満了するとき、又は指定を取り消され、若しくは期間

を定めて管理業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられたときは、市の指示に従い、速やか

に管理業務に関する事務及び文書を市又は市が指定する者に対して市の指定する期日までに

引き継ぐとともに、引継ぎ書を作成しなければならない。 

（委託料、支払い方法） 

第24条 各年度の委託料の額は、次のとおりとする。 

令和8年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 

令和9年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 

令和10年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 

令和11年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 

令和12年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 



令和13年度 xx,xxx,xxx円（消費税及び地方消費税10％を含む。） 

2 指定管理者は請求書により、市に委託料を請求するものとする。 

3 委託料の支払い方法は前金払いとし、4回に分割して支払うものとする。その時期及び金

額は別途定める。 

（協定の変更） 

第25条 市は、管理業務に関し、指定管理者が行うべき業務の範囲や内容を変更しようとする

とき、又は法令等の改正が管理業務の実施に影響を与えるおそれがあると認められるときは、

市と指定管理者は協議の上、本協定の規定を変更することができることとする。 

（協定外の事項） 

第26条 この協定に定めない事項について疑義が生じたときは、市と指定管理者は誠意を持っ

て協議して定めるものとする。 

 

 

  市と指定管理者とは、本協定の締結を証するため、本書2通を作成し、双方記名押印の上、

それぞれ各1通を保有する。 

 

       年  月  日 

 

岐阜市    代表者 岐阜市長 ○ ○ ○ ○ 

 

指定管理者  岐阜市○○○施設指定管理業務コンソーシアム 

代表構成員 住所 

商号又は名称 

氏名              印 



リ ス ク 分 担 
（負担者側に○） 

№ 種類 リスクの内容 
負 担 者  

岐阜市 指定管理者 

1 
指定管理への 

円滑な移行 

指定管理者の責めに帰すべき事由により 

円滑な移行ができない場合 
  ○ 

上記以外の場合 ○   

2 法令等の変更 本事業に直接関係する法令等の変更 ○   

3 事業の中止及び延期 

市の判断又は市の責めに帰すべき事由による場合 

（施設の瑕疵・施設改修等） 
○   

指定管理者の責めに帰すべき事由による場合 

（事業放棄・破綻等による指定取消し 

または業務の停止） 

  ○ 

4 不可抗力 天災、暴動等による履行不能 ○   

5 許認可遅延 

事業の実施に必要な許認可取得の遅延、失効等 

（岐阜市が取得するもの） 
○   

上記以外の場合   ○ 

6 計画変更 事業条件の変更等 ○   

7 管理運営費上昇 事業条件変更以外の要因による管理運営費の増大   ○ 

8 施設及び物品の損傷 
指定管理者の責めに帰すべき事由による場合   ○ 

上記以外の場合 ○   

9 性能不適合 協定により定めた要求水準に不適合   ○ 

10 需要変動 

利用者数の変動等の需要変動   ○ 

インフレ、デフレ及び公共料金の変動   ○ 

上記以外で実施条件を超える需要変動 ○   

11 利用者への対応 

施設の瑕疵等、市の責めに帰すべき事由による場合 ○   

施設管理運営上、指定管理者の責めに帰すべき 

事由による場合 
  ○ 

12 第三者等への賠償 
施設運営上の周辺住民等への損害 

（騒音、振動、臭気等） 
  ○ 

 

別記１ 


